
特定の授業科目を履修するために、あらかじめ修得しておかなければならない授業科目（先修科目）があります。

平成２４～２８年度に入学した者

履修しようとする
授業科目

基礎看護学実習Ⅰ 看護学原論 基礎看護方法Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ 基礎看護方法Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 基礎看護学実習Ⅰ

母性看護方法Ⅰ 看護学原論 母性看護学概論 生涯看護学概論

小児看護方法Ⅰ 看護学原論 小児看護学概論 生涯看護学概論

成人看護方法Ⅰ 看護学原論 成人看護学概論 生涯看護学概論

成人看護方法Ⅱ 看護学原論 成人看護学概論 生涯看護学概論

老年看護方法Ⅰ 看護学原論 老年看護学概論 生涯看護学概論

精神看護方法Ⅰ 看護学原論 精神看護学概論

公衆衛生看護方法Ⅰ 看護学原論 公衆衛生看護学概論

生涯看護学演習 基礎看護方法Ⅰ～Ⅳ 基礎看護学実習Ⅱ 母性看護方法Ⅰ 小児看護方法Ⅰ 成人看護方法Ⅰ・Ⅱ 老年看護方法Ⅰ

母性看護方法Ⅱ　　　　　　　基礎看護方法Ⅰ～Ⅳ 母性看護方法Ⅰ

小児看護方法Ⅱ　　　　　　　基礎看護方法Ⅰ～Ⅳ 小児看護方法Ⅰ

成人看護方法Ⅲ　　　　　基礎看護方法Ⅰ～Ⅳ 成人看護方法Ⅰ・Ⅱ

成人看護方法Ⅳ　　　　　基礎看護方法Ⅰ～Ⅳ 成人看護方法Ⅰ・Ⅱ

老年看護方法Ⅱ　　　　　　　基礎看護方法Ⅰ～Ⅳ 老年看護方法Ⅰ

精神看護方法Ⅱ　　　　　　　基礎看護方法Ⅰ～Ⅳ 精神看護方法Ⅰ

在宅看護方法　　　　　基礎看護方法Ⅰ～Ⅳ 在宅看護学概論

公衆衛生看護方法Ⅱ　 基礎看護方法Ⅰ～Ⅳ 公衆衛生看護方法Ⅰ

公衆衛生看護方法Ⅲ 基礎看護方法Ⅰ～Ⅳ 公衆衛生看護方法Ⅰ

母性看護学実習 基礎看護学実習Ⅱ 母性看護方法Ⅱ 形態機能学Ⅰ～Ⅴ 臨床病態学Ⅰ～Ⅵ 臨床薬理学

小児看護学実習 基礎看護学実習Ⅱ 小児看護方法Ⅱ 形態機能学Ⅰ～Ⅴ 臨床病態学Ⅰ～Ⅵ 臨床薬理学

成人看護学実習Ⅰ 基礎看護学実習Ⅱ 成人看護方法Ⅲ・Ⅳ 形態機能学Ⅰ～Ⅴ 臨床病態学Ⅰ～Ⅵ 臨床薬理学

成人看護学実習Ⅱ 基礎看護学実習Ⅱ 成人看護方法Ⅲ・Ⅳ 形態機能学Ⅰ～Ⅴ 臨床病態学Ⅰ～Ⅵ 臨床薬理学

老年看護学実習 基礎看護学実習Ⅱ 老年看護方法Ⅱ 形態機能学Ⅰ～Ⅴ 臨床病態学Ⅰ～Ⅵ 臨床薬理学

精神看護学実習 基礎看護学実習Ⅱ 精神看護方法Ⅱ 形態機能学Ⅰ～Ⅴ 臨床病態学Ⅰ～Ⅵ 臨床薬理学

在宅看護学実習 基礎看護学実習Ⅱ 在宅看護方法 形態機能学Ⅰ～Ⅴ 臨床病態学Ⅰ～Ⅵ 臨床薬理学

公衆衛生看護学実習 基礎看護学実習Ⅱ 公衆衛生看護方法Ⅱ・Ⅲ 形態機能学Ⅰ～Ⅴ 臨床病態学Ⅰ～Ⅵ 臨床薬理学
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看護総合実習

助産論Ⅱ 助産論Ⅰ

助産論Ⅲ 助産論Ⅱ

助産学実習 助産論Ⅱ

　　　 授業科目の先修条件

左の授業科目を履修するために修得していなければならない授業科目（先修科目条件）
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すべての領域別看護学実習

3年次の終了時までに修得すべきすべての授業科目
そ
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